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本書の使い方

運用の世界へようこそ！
　　　　　             は、老後の備えのため、
自分自身で運用商品を選び資産を育てていく制度です。
運用は難しそう・・・
そんなイメージを持つ方も多いかもしれません。
そのため、このテキストでは「ご自身にあった運用の開始」から
「運用開始後の見直し」までのプロセスを、
ステップを踏みながら理解を進められる構成になっています。
また、「運用」になじみのない方にも親しみやすいように、
できるだけ平易な表現にしています。
同時に、もっと理解を深めたい方に向けては
詳しい内容も載せています。
運用の知識を身につけていただき、
確定拠出年金にとどまらず、皆様の資産形成にもお役立てください。
さあ、運用の世界への一歩を踏み出しましょう！
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DC制度では掛金（拠出金）をもとにした年金資産を受け
取りますが、運用により受取額が違ってくるためです

DC制度で受け取る年金資産は、掛金をご自身で運用した
資産がもとになります。運用期間・運用商品を考えて運用しましょう。

2章 資産運用を始めるにあたって

運用商品を購入して資産の増加を目指すことです

資産運用の基礎

DC制度ではなぜ運用が必要ですか？ 「運用する」とはどういうことですか？

■税制優遇（運用）
DC制度には、各種税制優遇があります。
運用時には税制優遇により、利息・配当・
売却益が非課税となります。
※DC制度の積立資産は特別法人税・法人
住民税の課税対象ですが、現時点では
課税が凍結されています。

元本確保型は、あらかじめ定められた利息等が得られます。
投資信託は基準価額の変動によりリターンが増減します。

運用商品のリターンのイメージ

2章

¥

分割（年金）受取

一括（一時金）受取

¥ ¥ ¥

掛金を積み立て

❶拠出

■継続積立
運用した年金資産を、60歳以降に受取。
受け取りが終了するまで運用は継続

❸給付

■60歳以降に受取

拠
出

運用期間（税制優遇あり）

ご自身で運用商品を選んで
掛金を運用

❷運用

■運用商品を選んで運用
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運用次第です。

●DC制度では掛金（元本）で運用商品を購入して運用を行います。
●運用商品が元本確保型（保険・預金）の場合は利息等により資産を増やします。
●投資信託の場合は価格（基準価額）の上昇等により資産の増加を目指しますが、基準価額の下落に
より、資産が減少することがあります。

●掛金（元本）より増えた場合は収益となり、減った場合は損失となります。
収益・損失はいずれも「リターン」と言います。

※中途解約の場合、運用商品によっては元本
を下回る可能性があります。

運用商品

元本 元本

収益

基準価額が上昇した場合は増える利息等で増やす

元本 元本

運用
元本 元本

収益

運用

運用

「運用する」ためには運用商品を購入します。
その結果、生じる収益や損失を「リターン」と言います。

¥00000 ¥00000 ¥00000 ¥00000

¥00000 損失

元本確保型（保険・預金） 投資信託
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DC制度の場合、運用商品の販売手数料はかかりません。

増えたか
減ったかは
「リターン」で
わかるんですね。

DC制度以外の通常の金融
商品は、運用益に対して20%
の税金が課税されます。
※復興特別所得税は反映して
おりません。

毎月1万円の掛金を30年間運用した場合（年利2％）

加入 30年後

約490万円

元本
360万円

約460万円
非課税の場合

課税の場合

税金

リターン リターン

リターン

元本
確保型

リターン

投資信託A

投資信託B

＋

－
時間

22章章 資
資産運用の基礎基礎礎礎資産運用の基礎資産運用の基礎

C制度ではなぜ

■

DCDC

ままと

Po

掛

❶

■

¥

PP

項 目

質 問

説 明

まとめ

詳 細 運用商品の理解

基本的な内容を説明しています。
質問  →  説明  → まとめ
の順になっています。
まずはココを押さえましょう。
ヒント等関連情報もあります。

各項目について「詳しく知る」内容を説明しています。
もっと知識を掘り下げたい方向けのページです。
専門的な用語もありますが、できるだけ平易に説明して
いますので、ぜひお読みください。

運用商品について種類別にしくみや特徴等を説明して
います。
運用商品を選択する際にお読みください。

確定拠出年金

関連情報
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値動き
（四資産分散）

値動き
（国内株式）

積立資産
（国内株式）

積立資産
（四資産分散）

掛金累計額を下回った時期

2004年1月末を100とした値動き

積立資産
（国内株式）
約623万円

積立資産
（四資産分散）
約463万円

掛金累計額
（元本）
240万円
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■投資対象の分散
●国内外の株式や債券に集中投資した場合と、4つの資産に均等に分散投資（四資産分散）した場
合の、毎年のリターンの順位をシミュレーションしたものです。

● 四資産分散 の順位は他の資産の順位変動に比べて、ほぼ中位となっています。投資対象を複数の
資産に分散することで、各資産の値動きが相殺され、リターンを安定させる効果があることがわかります。

＜出所＞国内株式：TOPIX（配当込）、外国株式：MSCI-Kokusaiインデックス（円ベース・配当なし）、
国内債券：NOMURA-BPI総合、外国債券：FTSE世界国債インデックス（除く日本・円ベース）
四資産分散：国内株式、外国株式、国内債券、外国債券の4資産に25％ずつ投資したポートフォリオ
期間：2012年度～2022年度（4月～翌年3月）

特定の商品ではなく、市場の値動きをあらわす指数データを用いて計算し、投資にかかる費用や税金は考慮していません。

年度ごとの各資産のリターン順位
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3.0%

5.4%

▲3.1%

▲5.6%
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長期投資・分散投資詳しく
知る

■長期投資+分散投資（投資対象の分散+時間の分散） 
長期投資と分散投資の組合せを過去の実績をもとにシミュレーションしたものです。
シミュレーションの期間には市場の急激な変動時期を含めています。

●国内株式と四資産分散ともに2008年のマーケットの下落により、積立資産は元本を下回りましたが、
その後の上昇により収益を得ています。

●四資産分散の積立資産の動きは、国内株式と比べて変動幅が抑えられ安定しています。

◆本図表は、情報提供を目的としてＳＯＭＰＯアセットマネジメント株式会社が作成した資料であり、投資勧誘を目的として作成した
ものではありません。
◆本図表は、ＳＯＭＰＯアセットマネジメント株式会社が信頼できると判断したデータにより作成したものですが、その正確性および
完全性に関して責任を負うものではありません。

この情報は投資判断の参考としての情報提供を目的としたものであり、特定の運用方法・商品の推奨・投資勧誘を目的としていません。
記載内容は作成時点のものであり、将来予告なく変更される可能性があります。また、将来の市場環境の変動等を保証するものでは
ありません。

2004年1月末～2023年12月末まで
左目盛：2004年1月末を100とした値動き　右目盛：毎月1万円を積立した場合の資産額の推移

■時間の分散（積立投資）
ドル・コスト平均法
●時間分散した一定のタイミングで、一定の金額を同一の運用商品に積立投資していく手法を「ドル・
コスト平均法」と言います。

●基準価額が下がったときに購入し、基準価額が上がったときに売却すれば収益を得ることができます。
しかし、購入や売却のタイミングを適切に判断することは専門家でも難しいものです。ドル･コスト平均
法はタイミングと投資金額を一定にすることにより、購入単価を平準化させる効果をもつものです。

●DC制度では、定期的に拠出される掛金で、同じ商品を一定金額ずつ買い続けることによって、時間
の分散が行われています。

ドル・コスト平均法では、基準価額
が高いときに少ない口数を購入し、
基準価額が低いときに多くの口数
を購入します。結果としてこの例では
一定の口数で購入するよりも平均
単価が低くなっています。

価格

時間

基準価額
（1万口あたり）

平均単価
（1万口あたり）

一定

11,000 10,80012,00010,0009,500

10,000

10,000
12,500

10,000

10,000
8,333

10,000

10,000
9,259

10,000

10,000
9,090

10,000

10,000
10,000

10,000

10,000
10,526

10,000 10,80011,00012,0009,5008,000
口　数

金　額
口　数

金　額
合計

60,000

60,000
59,708

61,300

8,000

10,049

10,217

ドル･コスト
平均法低い

【長期投資】運用期間20年間。 市場の大きな変動があった2008年のリーマンショックの前後。
【投資対象の分散】国内株式、外国株式、国内債券、外国債券の4つの資産に均等に分散投資（四資産分散）。
※特定の商品ではなく、市場の値動きをあらわす指数データを用いて計算し、投資にかかる費用や税金は考慮していません。
【時間の分散（積立投資）】毎月1万円を積立
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＜出所＞●国内株式：TOPIX（配当込）、外国株式：MSCI-Kokusaiインデックス（円ベース・配当なし）、
国内債券：NOMURA-BPI総合、外国債券：FTSE世界国債インデックス（除く日本・円ベース）

●四資産分散：国内株式、外国株式、国内債券、外国債券の4つの資産に25%ずつ投資し、上記の指数を用いて毎月末
リバランスしたものとして算出

値動き

値動き（国内株式）

積立資産（国内株式）

掛金累計額
（元本）積立資産（四資産分散）

値動き（四資産分散）

7.1%

3.0%

2.0%

1.9%

▲5.0％

5.5%

▲0.2%

▲4.0%

▲9.5%

▲12.8%

53.9%

42.1%

23.1%

3.9%

▲0.7％

2021 2022

23.8%

6.6%

2.5%

2.0%

▲1.2%

5.8%

0.2%

▲1.0%

▲1.7%

▲2.9%

41 42

●上記の国内外の株式・債券などを主な投資対象としています。
各資産のバランスを考え組み合わせて運用しています。

バランス

しくみと特徴運用商品の理解 分類運用商品の理解
7章 7章

■商品のしくみ
多くの投資家から集められた資金をひとまとめにし、運用の専門家（運用会社）が株式や債券等で運用
する商品です。投資信託のことをファンドということがあります。

■投資対象による分類

例えば、さまざまな銘柄の株式を購入して分散投資を行う場合、ある程度まとまった資金が必要です。投資信託
では、多くの投資家から集めたひとまとめの資金で運用するため1人ひとりの資金は少額でも分散投資を行うこと
ができます。

投資信託に投資する投資信託で、同じ運用会社に限らず複数の投資信託を適切に組み合わせて、一つの投資信託
にまとめたものをいいます。プロにより投資信託の選択がおこなわれ、異なるリスク特性の投資信託の組合せによる
分散投資効果が期待できます。投資先の投資信託に対する信託報酬も間接的に負担することになります。 

ファンド・オブ・ファンズ方式

投資信託では、販売や運用、資産の管理という役割が分けられており、運用会社（委託会社）では、資産を預かり
ません。
資産は受託会社（信託銀行等）で信託財産として信託銀行等自体の資産とは分別管理されています。万一、信託
銀行等が破綻した場合でも、資産が時価で保全されます。ただし、運用による損失額は対象外です。

資産の保護

■イメージ

■投資対象別のリスク・リターンのイメージ

分配金、売買損益期待できるリターン
●分配金とは… 運用で得た収益の一部を投資家に還元することがあります。この還元したお金のことを分配金といいます。

DC制度では分配金が出た場合、自動的に再投資（同じ商品を購入）されます。

ひとまとめにした資金 投資対象

専門家

投資信託（ファンド）

資金

分配金
売却代金

＜専門家が株式や債券等で運用＞

株式

債券

運用結果

¥ ¥

¥ ¥

¥ ¥

¥

¥

運用会社（委託会社）

投資対象によってリスク・リターンの傾向が異なります。例えば、外国株式に投資している投資信託の中でも、先進国
に投資する場合と、新興国に投資する場合では、一般にリスク･リターンが異なります。

高

低

期
待
リ
タ
ー
ン

リスク 大小

バランス

外国債券
〈先進国〉

外国債券
〈新興国〉

国内債券

国内株式

外国株式
〈先進国〉

外国株式
〈新興国〉

海外REIT
国内REIT

●日本国内の株式を投資対象としています。
大型株・中小型株・小型株等の種類があります。

国内株式

●外国の株式を投資対象としています。
先進国の株式・新興国（エマージング諸国）の株式等の種類があります。

外国株式

●日本国内の債券を投資対象としています。
国債・地方債・社債等の種類があります。

国内債券

●外国の債券を投資対象としています。
先進国の債券・新興国（エマージング諸国）の債券等の種類があります。

外国債券

●国内のREIT（不動産投資信託）を投資対象としています。国内REIT

●外国のREIT（不動産投資信託）を投資対象としています。海外REIT

株式・債券等を直接の投資対象とせず、マザーファンドと呼ばれる投資信託に投資する方式です。
マザーという名が示すように、このような投資方法により、同じ運用会社の投資信託（ベビーファンド）に集まった
資金をまとめて運用します。これにより広く分散投資をし、費用を抑え効率的に運用することができます。

ファミリーファンド方式

資 金

分配金・売却代金

資 金

分配金・売却代金

投資対象

株式

債券

投資信託
マザーファンド

投資信託
ベビーファンド

投資信託
ベビーファンド

投資家

投資家

ページ参照 P.52

投資信託 投資信託
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基礎を知る！

選ぶ！

育てる！

理解を深める！
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